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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 に年創設され、現在約 90
の国と地域が加盟しています。

I.T.I.

公益社団法人　国際演劇協会
日本センター（ITI/UNESCO）

会長  永井  多恵子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
は
、１
９
４
８
年
の
第
１
回
大
会（
プ

ラ
ハ
）
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
70
周

年
に
当
た
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
で
は
、
毎
年
３
月
27
日
を
「
世
界
演

劇
の
日
（
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
デ
イ
）」、
４
月

29
日
を
「
国
際
舞
踊
の
日
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ダ
ン
ス
・
デ
イ
）」
と
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
創

立
70
周
年
を
記
念
し
、各
地
域（
ア
フ
リ
カ
、ア
ラ
ブ
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
を
代

表
す
る
５
名
の
演
劇
人
、
舞
踊
家
が
選
ば
れ
て
世
界

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
昨
年
、
こ
れ
ま
で
の
「
文
化
芸

術
振
興
基
本
法
」（
２
０
０
１
年
制
定
）に
代
わ
る「
文

に
、近
年
「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
た
（
平
成
27
年
）
こ
と
を
受
け

て
、「
文
化
活
動
を
含
め
た
国
内
外
の
ユ
ネ

ス
コ
活
動
を
推
進
す
る
」
こ
と
が
、
同
中
間

報
告
の
「
今
後
５
年
間
に
講
ず
べ
き
文
化
芸

術
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
」
の
中
に
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
ユ

ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
と
世

界
の
演
劇
舞
踊
人
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ

を
構
成
す
る
分
野
・
領
域
ご
と
の

専
門
団
体
の
一
つ
で
す
。

　

医
療
・
環
境
・
教
育
・
人
道
支

援
な
ど
他
の
多
く
の
分
野
で
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
民
間
非
政
府
組
織
）
が
世
界
的
に
活
躍

し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
弊
セ
ン
タ
ー
も
文
化
・
芸
術
領
域
に
お

け
る
世
界
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
日
本
に
お
け
る
取
り
組
み
を
広
く
発
信

し
、
世
界
に
広
が
る
困
難
な
課
題
の
解
決
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

化
芸
術
基
本
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
（
６
月
）。
先
頃

発
表
さ
れ
た
「
文
化
芸
術
振

興
基
本
計
画
（
第
１
期
）」

策
定
に
向
け
て
の
文
化
審
議

会
の「
中
間
報
告
」で
は
、「
文

化
芸
術
は
、
文
化
の
多
様
性

を
維
持
し
、
世
界
平
和
の
礎

と
な
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

　　70周年を祝うＩＴＩ
　「
文
化
芸
術
基
本
法
」
の
も
と
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
を

新



　
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
9
」（
主
催
・

文
化
庁
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
）
は
、
ア
ラ

ト
や
評
論
家
も
多
く
来
場
し
た
。
客
層
は
年
々
厚

く
な
り
、
出
版
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら

問
合
せ
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
戯
曲
集
が
国
立
国

会
図
書
館
の
月
報
（
２
０
１
８
年
1
月
号
）
で
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
認
知
度
は
静
か
に
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、昨
年
紹
介
し
た
戯
曲『
ジ
ハ
ー
ド
』（
作

＝
イ
ス
マ
エ
ル
・
サ
イ
デ
ィ
）
が
今
年
6
月
に
さ

い
た
ま
芸
術
劇
場
のN

IN
AGAW

A STU
D

IO

で

上
演
さ
れ
る
（
予
定
）
な
ど
、
当
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
た
作
品
が
様
々
な
形
で
展
開
を
し
て
い
る
の

も
嬉
し
い
。

　

今
回
紹
介
し
た
作
家
は
、
と
も
に
「
ア
ラ
ブ
演

劇
祭
」
と
ゆ
か
り
が
あ
る
。『
さ
す
ら
う
馬
』
は

第
７
回
ア
ラ
ブ
演
劇
祭
で
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
）
の
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
、
カ
ー
ス
ィ
ミ
ー

殿
下
の
名
を
冠
し
た
「
カ
ー
ス
ィ
ミ
ー
賞
」
を
受

賞
し
て
お
り
、
ガ
ン
ナ
ー
ム
さ
ん
は
当
演
劇
祭
の

主
催
団
体
で
あ
る
ア
ラ
ブ
演
劇
協
会
で
出
版
・
広

報
の
責
任
者
を
務
め
て
い
る
。
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ブ
人
作
家
の
２
作
品
を

12
月
14
日
か
ら
の
４
日

間
、
東
京
芸
術
劇
場
の

ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト
で

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
ト
ー

ク
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
。
ア
ド
ナ
ー
ン
・
ア
ル
ア

ウ
ダ
（
シ
リ
ア
）
作
『
ハ
イ
ル
・
タ
ー
イ
ハ
（
さ

す
ら
う
馬
）』
と
ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
（
ヨ

ル
ダ
ン
／
パ
レ
ス
チ
ナ
）
作
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク

（
ダ
ー
イ
シ
ュ
時
代
の
死
に
つ
い
て
）』
で
、
い
ず

れ
も
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ア
ラ
ブ
演
劇

の
現
況
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
公

演
に
先
立
ち
10
月
6
日
と
7
日
に
は
、
ガ
ン
ナ
ー

ム
さ
ん
を
招
い
て
同
劇
場
の
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

で
特
別
講
座
「
ア
ラ
ブ
演
劇
の
現
在
」
を
実
施
し

た
。

　

日
本
で
未
紹
介
の
海
外
戯
曲
を
初
訳
・
初
演
で

紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
も
9
回
目
を
迎
え
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
は
早
々
に
完
売
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

特
別
講
座
「
ア
ラ
ブ
演
劇
の
現
在
」（
10
／
6
、
10
／
7
）

　

シ
ャ
ル
ジ
ャ
か
ら
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
（
ダ
ー
イ
シ
ュ

時
代
の
死
に
つ
い
て
）』
の

作
家
、
ガ
ン
ナ
ー
ム
さ
ん
を

迎
え
て
の
特
別
講
座
「
ア
ラ

ブ
演
劇
の
現
在
」。
1
日
目

は
市
村
作
知
雄
さ
ん
（
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー

17 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
を
聞
き
手
に
迎
え
、
ア
ラ
ブ
演
劇

祭
や
シ
ャ
ル
ジ
ャ
の
文
化
政
策
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。
正
則
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
作
品
の
み
を
紹
介
す

る
、
い
わ
ば
「
ア
ラ
ブ
の
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
ア
ラ
ブ
人
の

た
め
の
演
劇
祭
」
た
る
当
演
劇
祭
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ

の
機
会
は
、
同
時
に
国
際
演
劇
祭
の
意
義
を
見
つ
め
な
お

す
機
会
に
も
な
っ
た
。
市
村
さ
ん
は
ト
ー
ク
の
終
わ
り
に

「
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
す
る
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
操
作
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
壊
れ
て
い
く
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
ガ
ン
ナ
ー
ム
さ
ん
か
ら
は
「
ア
ラ
ブ
演
劇
祭

は
作
品
の
質
は
見
極
め
る
が
、
検
閲
は
し
な
い
。
検
閲
を

し
な
い
こ
と
が
開
催
地
の
条
件
」と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
精
神
が
強
靭
な
ド
ラ
マ
の
育
つ
土
壌
を
作
り
、『
ハ

イ
ル
・
タ
ー
イ
ハ
』
が
日
本
に
届
く
契
機
と
な
っ
た
と
思

う
と
感
慨
深
い
。

　

2
日
目
は
岡
真
理
さ
ん
（
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
研
究
者
、

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）
を
迎
え

て
ガ
ン
ナ
ー
ム
氏
ご
自
身
の
こ
と
―
―
ご
家
族
と
抵
抗
運

ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
作
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
』

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
風
景　
　
（
撮
影　

石
澤
知
絵
子
）

ガンナーム・ガンナーム氏（ヨルダン／パレスチナ）

シ
リ
ア
『
さ
す
ら
う
馬
』
と
ヨ
ル
ダ
ン
／
パ
レ
ス
チ
ナ
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
』

ア
ラ
ブ
の
心
を
届
け
て

第
９
回 

紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇



3 I.T.I. NEWS  2018

動
、
闘
争
に
お
け
る
非
暴
力
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
作
家

ガ
ッ
サ
ー
ン
・
カ
ナ
フ
ァ
ー
ニ
ー
と
の
出
会
い
や
そ
の
作

品
な
ど
、
現
在
の
ガ
ン
ナ
ー
ム
さ
ん
の
演
劇
活
動
を
形

成
し
て
い
る
も
の
―
―
に
つ
い
て
聞
い
た
。
こ
の
日
の
詳

細
な
報
告
は
、
今
春
3
月
発
行
予
定
の
「
国
際
演
劇
年
鑑

２
０
１
８
」（
今
春
3
月
発
行
予
定
）
所
収
の
報
告
に
譲

り
た
い
。
ま
た
、
同
誌
で
は
岡
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
も
予
定

し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
と
の
共
催
が
実
現
し

た
こ
と
で
、
幅
広
い
層
の
来
場
者
に
ア
ラ
ブ
の
豊
か
な
演

劇
文
化
と
演
劇
祭
の
存
在
を
知
ら
せ
、
ガ
ン
ナ
ー
ム
さ
ん

の
強
い
言
葉
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
、
渡
辺

真
帆
さ
ん
に
は
長
時
間
に
わ
た
り
す
ば
ら
し
い
通
訳
を
し

て
い
た
だ
き
、
企
画
段
階
か
ら
多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
特
筆
し
た
い
。

「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
9
」（
12
／
14
―
17
）

■
『
ハ
イ
ル
・
タ
ー
イ
ハ
（
さ
す
ら
う
馬
）』

　

ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
母
タ
ー
イ
ハ
（
さ
す
ら
い
の
意
）
と
ク

ル
ド
の
間
に
生
ま
れ
、「
ハ
イ
ル
（
馬
の
意
）」
と
名
付
け

ら
れ
た
娘
が
因
習
と
現
代
的
生
活
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
な
が

ら
成
長
し
、
女
性
と
し
て
自
立
す
る
姿
を
描
い
た
本
作

は
、
２
０
０
８
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文

（
詩
の
一
部
は
ク
ル
ド
語
）
は
一
人
の
旅
芸
人
が
楽
団
を

従
え
て
語
る
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
3
人
称
過
去
形
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
長
大
な
戯
曲
を
1
時
間
に
縮

め
、
複
雑
な
配
役
を
緻
密
に
整
理
し
て
、
複
数
の
出
演
者

に
1
人
称
現
在
形
で
語
ら
せ
、
ハ
イ
ル
役
と
タ
ー
イ
ハ
役

双
方
に
30
代
を
思
わ
せ
る
同
世
代
の
俳
優
を
起
用
し
た
。

２
０
０
８
年
現
在
に
い
た
る

ま
で
の
50
年
を
生
き
た
２
世

代
の
女
た
ち
の
生
き
ざ
ま
が

あ
り
あ
り
と
伝
わ
る
上
演
と

な
っ
た
。

　

上
演
後
の
ト
ー
ク
で
は
作

品
の
背
景
、
戯
曲
の
形
態
、
本
作
に
お
け
る
ク
ル
ド
語
の

意
味
、音
楽
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

創
作
に
お
け
る
作
家
の
挑
戦
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
「
年
鑑
」
に
は
高
橋
宏
幸
さ
ん
に
よ
る
本
作
に
つ
い
て

の
劇
評
を
掲
載
す
る
予
定
。

■
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
（
ダ
ー
イ
シ
ュ
時
代
の
死
に
つ
い

て
）』

　

副
題
に
あ
る「
ダ
ー
イ
シ
ュ
」と
は「
イ
ス
ラ
ー
ム
国（
Ｉ

Ｓ
）」
の
蔑
称
だ
。
Ｉ
Ｓ
を
支
持
し
な
い
ア
ラ
ブ
人
や
ア

ラ
ビ
ア
語
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
。
本
作
は
同
組
織
の
支
配
下
に
あ
る
架
空
の
田
舎

町
を
舞
台
に
展
開
す
る
。
中
央
の
目
が
行
き
届
か
な
い
こ

の
町
に
住
む
若
い
夫
婦
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
ド
ゥ
ハ
ー

（
朝
の
意
）
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ラ
イ
ラ
ク
（
花
の
名
前

「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」に
因
む
）は
芸
術
を
若
者
に
教
え
て
い
た
。

夫
婦
は
あ
る
日
、
町
の
長
老
か
ら
「
ジ
ハ
ー
ド
戦
士
が
ラ

イ
ラ
ク
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
ド
ゥ
ハ
ー
を
処
刑
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
彼
は
ラ
イ
ラ
ク
を
手
に
入
れ
た
ら
一
晩
か

二
晩
自
分
で
楽
し
ん
だ
あ
と
、
手
下
た
ち
に
や
り
、
使
い

回
し
て
モ
ス
ク
の
扉
の
前
に
捨
て
る
。
ラ
イ
ラ
ク
、
そ
ん

な
危
険
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
私
の
指
導
の
も
と
イ
ス
ラ
ー

ム
に
改
宗
し
て
私
と
結
婚
し
な
さ
い
」
と
い
わ
ゆ
る
「
結

婚
ジ
ハ
ー
ド
」
を
迫
ら
れ
る
。
そ
し
て
学
校
は
軍
事
拠
点

に
、
教
え
子
た
ち
は
戦
闘
員
と
な
り
、
夫
婦
は
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
心
中
す
る
…
…
（
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は

自
死
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
）。
結
婚
ジ
ハ
ー
ド
が
も
と
で

心
中
し
た
シ
リ
ア
の
夫
婦
の
ニ
ュ
ー
ス
に
衝
撃
を
受
け
て

書
か
れ
た
本
作
は
、
今
回
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
が
世
界

初
演
と
な
っ
た
。
２
０
１
８
年
3
月
、
作
家
自
身
の
演
出

に
よ
り
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
上
演
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

上
演
後
の
ト
ー
ク
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
死
生
観
、
天

国
へ
の
信
仰
、
同
性
愛
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
恋
愛
・
結
婚
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
作
品
へ

の
理
解
を
深
め
た
。　
　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

　

紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
9

日
程
：
２
０
１
７
年
12
月
14
日
（
木
）
～
17
日
（
日
）

会
場
：
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト

■
『
ハ
イ
ル
・
タ
ー
イ
ハ
（
さ
す
ら
う
馬
）』

上
演
日
時
：
12
月
14
日
（
木
）
19
時

　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
金
）
19
時

作
＝
ア
ド
ナ
ー
ン
・
ア
ル
ア
ウ
ダ

翻
訳
＝
中
山
豊
子

翻
訳
監
修
＝
ア
ー
ヤ
・
ハ
リ
ー
ル

演
出
＝
坂
田
ゆ
か
り

出
演
：
松
山
愛
佳
（
文
学
座
）、
稲
継
美
保
、
林
周
一
（
風

煉
ダ
ン
ス
）

歌
：
白
崎
映
美
（
東
北
6
県
ろ
～
る
シ
ョ
ー
!!
）

作
編
曲
・
演
奏
：
大
平　

清

※
終
演
後
に
は
出
演
者
全
員
（
白
崎
さ
ん
、
大
平
さ
ん
を

含
む
）
を
交
え
て
、
中
山
豊
子
さ
ん
、
ア
ー
ヤ
・
ハ
リ
ー

ル
さ
ん
、
坂
田
ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

■
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
（
ダ
ー
イ
シ
ュ
時
代
の
死
に
つ
い

て
）』

上
演
日
時
：
12
月
16
日
（
土
）
19
時

　
　
　
　
　

12
月
17
日
（
日
）
14
時

作
：
ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
（Ghannam

 
Ghannam

、
ヨ
ル
ダ
ン
／
パ
レ
ス
チ
ナ
）

訳
：
渡
辺
真
帆

翻
訳
監
修
：
ナ
ー
ヘ
ド
・
ア
ル
メ
リ

演
出
：
眞
鍋
卓
嗣
（
劇
団
俳
優
座
）

出
演
：
占
部
房
子
、
竪
山
隼
太
（
さ
い
た
ま
ネ
ク
ス
ト
・

シ
ア
タ
ー
）、
内
田
健
司
（
さ
い
た
ま
ネ
ク
ス
ト
・
シ
ア

タ
ー
）、
須
藤
沙
耶
（
Ｐ
カ
ン
パ
ニ
ー
）、
髙
山
春
夫
（
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
エ
ー
ス
）、
石
川
修
平
（
劇
団
俳
優
座
）

演
出
助
手
：
中
村
圭
吾
（
劇
団
俳
優
座
）

※
終
演
後
に
渡
辺
真
帆
さ
ん
、
ナ
ー
ヘ
ド
・
ア
ル
メ
リ
さ

ん
（
16
日
の
み
）、
眞
鍋
卓
嗣
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
。

■
特
別
講
座
「
ア
ラ
ブ
演
劇
の
現
在
」

アドナーン・アルアウダ氏（シリア）
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講
師
：
ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
（
ヨ
ル
ダ
ン
（
パ
レ

ス
チ
ナ
）
／
劇
作
家
・
演
出
家
・
ア
ラ
ブ
演
劇
協
会
（ATI

）

出
版
広
報
部
）

10
月
6
日
（
金
）
～
7
日
（
土
）

会
場
：
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

①
10
月
6
日
（
金
）
18
時
半
～
21
時

 「
ア
ラ
ブ
世
界
の
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

 

聞
き
手
：
市
村
作
知
雄
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー

キ
ョ
ー
17　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

②
10
月
7
日
（
土
）
14
時
～
16
時
半

 「
ア
ラ
ブ
世
界
の
中
の
演
劇
と
私
」

 

聞
き
手
：
岡
真
理
（
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
研
究
者
、
京
都

大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

文
化
庁
委
託
事
業　

平
成
29
年
次
代
の
文
化
を
創
造
す
る

新
進
芸
術
家
育
成
事
業

「
国
際
演
劇
年
鑑
２
０
１
８
」
特
集
企
画

主
催　

文
化
庁
、
公
益
社
団
法
人
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ

ン
タ
ー

共
催　

東
京
芸
術
劇
場
（
公
益
財
団
法
人 

東
京
都
歴
史

文
化
財
団
）

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
（
特
別
講
座
の
み
）

企
画
制
作　

公
益
社
団
法
人　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン

タ
ー

　

中
国
の
演
劇
評
論
家
で
Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
本

部
副
会
長
、
中
国
セ
ン
タ
ー
会
長
、
中
国
戯
劇
家
協

会
副
主
席
を
兼
ね
る
季
国
平
氏
の
演
劇
評
論
集
の
日

本
語
訳
が『
中
国
の
伝
統
劇
入
門
／
季き
こ
く
へ
い

国
平
評
論
集
』

＝
写
真
＝
と
し
て
昨
年
末
刊
行
さ
れ
た
。
訳
は
Ｉ
Ｔ

Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
の
菱ひ
し
ぬ
ま沼

彬よ
し
あ
き晁

氏
。

　

冒
頭
で
語
ら
れ
る
の
が
「
戯シ
ー
チ
ュ
イ曲

」
と
い
う
言
葉
。

日
本
で
は
主
に
演
劇
の
台
本
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
全
国
各
地
の
伝
統
劇
を
指

す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
て
意
外

の
念
を
持
つ
読
者
も
多
か
ろ
う
。
日
本
で
も
多
く
の

（
四
川
省
）
の
『
紅
梅
記
』
で
は
肉
声
が
舞
台
の
花
、

命
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
の
「
徒と

か歌
」

は
無
伴
奏
の
〝
素す
う
た
い謡

〟
で
、
俳
優
に
と
っ
て
は
歌
唱

力
が
問
わ
れ
る
試
練
の
舞
台
。
悲
愴
美
に
満
ち
た
高

音
域
が
聴
か
せ
ど
こ
ろ
と
い
う
。

　

第
４
章
の
「
地
方
劇
が
面
白
い
」
を
読
む
と
、
見

て
見
た
い
、
聴
い
て
み
た
い
地
方
劇
が
い
く
つ
も
発

見
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
書
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た

「
梅メ
イ
ラ
ン
フ
ァ
ン

蘭
芳
・
李
漁
・
ブ
レ
ヒ
ト
論
」
は
世
界
の
現
代

演
劇
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
だ
ろ
う
。付
録「
一

目
で
分
か
る
最
新
戯シ
ー
チ
ュ
イ曲
地
図
１
０
０
劇
種
」
も
重

宝
だ
。
本
書
は
専
門
家
だ
け
で
な
く
初
学
者
、
一
般

の
演
劇
愛
好
家
を
対
象
と
し
、
注
釈
を
必
要
と
す
る

専
門
用
語
、
時
代
背
景
な
ど
を
本
文
中
に
取
り
こ
ん

で
読
み
や
す
さ
の
工
夫
も
凝
ら
し
た
と
訳
者
は
語
る
。

著
者
は
演
劇
に
な
ぞ
ら
え
て
自
ら
を
劇
作
家
、
訳
者

を
演
出
家
、
読
者
を
観
客
、
訳
業
を
演
出
家
の
〝
第

二
の
創
作
〟
と
し
て
訳
者
と
の
共
同
作
業
に
応
じ
た

と
い
う
。

　

Ａ
５
判
２
７
６
㌻
。
定
価
２
、８
０
０
円
＋
税
。

晩
成
書
房
発
行
（
電
話
０
３
・
３
２
９
３
・
８
３
４
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
２
９
３
・
８
３
４
９
）。

愛
好
家
を
持
つ
京
劇
、
昆
劇
、
越
劇
、
川
劇
、
秦し
ん
く
う腔

な
ど
は
す
べ
て
こ
の
戯
シ
ー
チ
ュ
イ曲

と
呼
ば
れ
る
舞
台
芸
術
に

含
ま
れ
る
。
京
劇
を
外
国
人
に
分
か
り
易
く
「
北
京

オ
ペ
ラ
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
著
者
は
強

い
抵
抗
を
示
す
。
歌
舞
伎
がKabuki

で
あ
る
よ
う

に
京
劇
は
戯
シ
ー
チ
ュ
イ曲

の
一
つ
で
あ
り
、
京

ジ
ン
ジ
ュ
イ劇

と
呼
ん
で
ほ

し
い
と
日
本
の
読
者
に
語
り
か
け
て
い
る
。

　

中
国
各
地
で
そ
の
土
地
の
言
葉
と
旋
律
で
演
じ
ら

れ
る
戯
シ
ー
チ
ュ
イ曲
は
都
市
化
、
現
代
化
の
風
を
受
け
な
が
ら

今
も
生
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
数
は
一
口
に
３
百

種
と
い
わ
れ
る
が
、
数
え
切
れ
な
い
と
い
う
の
が
実

情
。
著
者
は
公
式
の
肩
書
き
を
持
ち
な
が
ら
各
地
の

制
作
現
場
に
寄
り
添
い
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
活
動
を
通
し
て

国
際
舞
台
へ
の
進
出
に
も
尽
力
し
て
き
た
。
本
書
は

そ
の
豊
富
な
観
劇
体
験
を
元
に
現
場
か
ら
の
「
動
態

報
告
」
と
な
る
面
白
さ
を
持
ち
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
満

載
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
戯
シ
ー
チ
ュ
イ曲
芸
術
が
根
強
い
観
客
の
支

持
を
受
け
て
伝
統
の
継
承
と
発
展
に
努
め
、
興
行
的

に
も
安
定
を
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
心
強
い
。

　

徽
劇
（
安
徽
省
）
が
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
脚
色
し
て

観
客
を
驚
か
せ
な
が
ら
中
国
戯シ
ー
チ
ュ
イ
曲
が
独
白
と
心
理
表

現
を
得
意
技わ
ざ

と
し
て
い
る
こ
と
を
見
せ
、
現
代
川
劇

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
本
部
副
会
長 

季
国
平
著
『
中
国
の
伝
統
劇
入
門
』
日
本
語
訳
刊
行  

菱
沼
彬
晁
訳
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「
国
際
演
劇
年
鑑
」
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・

レ
ポ
ー
ト
「
ア
メ
リ
カ
」
と 

「
ロ
シ
ア
」
に
参

加
し
た
。
実
は
両
演
劇
に
特
に
興
味
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
「
た
ま
た
ま
予
定
が
空
い
て
い

た
」
と
い
う
消
極
的
な
理
由
で
あ
っ
た
が
、
大

変
に
刺
激
を
受
け
た
。

　
「
分
断
可
視
化
」
の
ア
メ
リ
カ
演
劇

　

ま
ず
、
11
月
に
行
わ
れ
た
外
岡
尚
美
先
生
に

よ
る
「
演
劇
か
ら
見
る
ア
メ
リ
カ
と
世
界
」。

凛
と
し
た
姿
の
先
生
は
、
開
口
一
番
こ
う
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
ト
ラ
ン
プ
時
代
の
ア
メ
リ
カ
演

劇
と
お
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
統
領
が

変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
演
劇
が
急
に
変
わ

る
の
だ
ろ
う
か
と
当
初
は
思
い
ま
し
た
」。
確

か
に
分
析
対
象
と
し
て
新
し
す
ぎ
る
よ
う
な
気

が
し
た
。
し
か
し
懸
念
は
す
ぐ
に
覆
さ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
へ
と
至
る
ア
メ
リ
カ

は
、
理
念
を
失
っ
た
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
時
代
で

あ
り
「
事
実
へ
の
希
求
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
「
分

断
は
可
視
化
」
さ
れ
、演
劇
に
は
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

が
漂
う
。
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
的
理
想
の
喪
失
」
の

姿
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
論
点
を
支
え
る
事
例
や
引

用
は
生
々
し
く
、
ま
る
で
ア
メ
リ
カ
国
民
の
声
な

き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
映
像

で
紹
介
さ
れ
た
演
劇
作
品
の
数
々
（「H

am
ilton

」、

「Father Com
es H

om
e From

 The W
ars

」
な
ど
）

は
、
彼
ら
の
代
弁
者
だ
。
外
岡
先
生
の
抑
え
た
声
に

よ
る
語
り
は
ま
る
で
朗
読
劇
の
よ
う
で
、
数
本
の
お

芝
居
を
観
た
か
の
よ
う
な
満
足
感
が
あ
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
は
演
劇
祭
が
年
に
６
３
０
回

　

12
月
に
は
「
変
わ
り
ゆ
く
ロ
シ
ア
演
劇
界
」
が
開

催
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
に
関
す
る
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な

い
勉
強
不
足
の
自
分
が
楽
し
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
す

で
に
大
ス
ク
リ
ー
ン
前
に
着
席
し
て
い
る
篠
崎
先
生

は
、
落
ち
着
き
の
あ
る
ヒ
ゲ
の
お
兄
さ
ん
と
い
う
感

じ
。
ま
ず
ロ
シ
ア
の
演
劇
事
情
の
概
要
を
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
な
ん
と
ロ
シ
ア
に
は
１
５
０
０
以
上
の

劇
場
が
あ
り
、演
劇
祭
が
年
に
６
３
０
も
開
催
さ
れ
、

映
画
よ
り
も
関
心
が
高
い
の
だ
そ
う
だ
（
さ
す
が
演

劇
の
国
ロ
シ
ア
！
）。

　

た
だ
急
激
な
ハ
イ
テ
ク
化
に
よ
り
〝
最
新
〟
が
溢

れ
る
ロ
シ
ア
で
は
、
演
劇
界
に
も
大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。
俳
優
を
モ
デ
ル
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア

に
登
場
さ
せ
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
宣
伝
を
し

た
り
と
い
う
戦
略
が
な
さ
れ
、
演
出
家
に
は
世
代
交

代
が
起
こ
り
、
実
験
的
な
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

映
像
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
作
「
か

も
め
」
は
、
一
般
的
に
思
い
浮
か
べ
る
「
か
も
め
」

と
は
全
く
異
な
る
斬
新
な
演
出
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

大
掛
か
り
な
仕
掛
け
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
手
法

が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
、
舞
台
セ
ッ
ト
が
メ
イ
ン
の

よ
う
な
作
品
も
登
場
。
見
せ
て
い
た
だ
い
た
映
像
の

数
々
は
カ
ッ
コ
イ
イ
も
の
ば
か
り
で
、
現
代
の
ロ
シ

ア
演
劇
の
カ
ラ
フ
ル
な
様
子
が
見
て
と
れ
た
。

　

さ
て
、
２
つ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
海
外
の
演
劇
事

情
を
立
体
的
に
実
感
で
き
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
か
つ
触

発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
国
に
興
味
の
な
い
演

劇
人
で
も
十
分
に
興
味
の
も
て
る
も
の
だ
と
思
う
。

今
後
も
こ
の
レ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
に
期
待
し
た
い
。

　
（
イ
ン
プ
ロ
ワ
ー
ク
ス
／
東
京
大
学
大
学
院
学
際

情
報
学
府
博
士
課
程
後
期
）

「
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
」
体
験
レ
ポ
ー
ト

「
国
際
演
劇
年
鑑
」
執
筆
者
に
会
い
に
行
こ
う
！

　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
国
際
演
劇
年
鑑
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
か
ら
多
彩
な
筆
者
た
ち
に
会
い
に
行
こ
う
！
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」

が
始
ま
り
、
一
年
目
は
、
創
刊
当
初
か
ら
最
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
講

師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
者
で
あ
る
外
岡
尚
美
さ
ん
と
篠
崎
直
也
さ
ん
。
年
鑑
に
書
き
き
れ
な

か
っ
た
話
を
聞
い
た
り
、
映
像
を
観
た
り
し
て
、「
立
体
的
に
」
各
国
の
舞
台
芸
術
の
面
白
さ
を
掘
り
下
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
両
日
と
も
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
絹き
ぬ
が
わ川

友ゆ

り梨
さ
ん
に
レ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。　
（
事
務
局
）

海外演劇を立体的に実感  絹川友梨
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「N

eSTA

」
は
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

者
を
中
心
に
、
２
０
１
６
年
、
次
世
代
の
観
劇
を

応
援
す
る
た
め
に
発
足
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
で
の

劇
評
掲
載
を
中
心
に
、
稽
古
場
レ
ポ
ー
ト
、
演
劇

人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

演
劇
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
に
東
京

芸
術
劇
場
副
館
長
の
高
萩
宏
さ
ん
、
早
稲
田
大
学

文
学
学
術
院
教
授
、
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

館
長
の
岡
室
美
奈
子
先
生
、
Ｔ
Ｓ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
主
宰
の
演
出
家
、
振
付
家
の

謝
珠
栄
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
演
劇
界
に
つ
い
て
、
ま
た
次
世
代
へ

向
け
た
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
熱
意
に
溢
れ
、
聞

応
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
第
４
回
で
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
に
出
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

劇
評
を
め
ぐ
る
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
は
、「
書

く
」「
語
り
合
う
」「
考
え
る
」
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
に
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
こ
ま
れ
ま
し

た
。

　

▽
第
１
回
「
書
く
」（
10
月
28
日
）　

　
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』（
演
出
＝
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
・

プ
ル
カ
レ
ー
テ
）
を
事
前
に
観
劇
し
、
劇
評
を
書

い
て
参
加
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。『
リ
チ
ャ
ー

ド
三
世
』
の
演
出
助
手
を
務
め
た
講
師
の
谷
賢
一

さ
ん
は
以
前
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
て
お
り
、
イ

ギ
リ
ス
で
の
劇
評
文
化
や
作
り
手
か
ら
見
た
劇

評
、
演
劇
界
に
お
け
る
劇
評
の
必
要
性
な
ど
力
強

い
お
話
に
思
わ
ず
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
劇
評
の
講
評
で
は
参
加
者
同
士
に
よ
る

コ
メ
ン
ト
の
後
、
谷
さ
ん
が
講
評
す
る
、
と
い
う

流
れ
で
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
評
の
良
い

と
こ
ろ
を
汲
み
取
り
な
が
ら
理
知
的
な
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

▽
第
２
回
「
語
り
合
う
」（
11
月
11
日
）

　

野
田
秀
樹
さ
ん
の
『O

ne Green Bottle

』
を

　

２
０
１
３
年
よ
り
始
ま
っ
た
「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
多
く
の

劇
場
・
製
作
会
社
、
協
賛
各
社
・
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
今
年
度
第
４
回

を
迎
え
ま
し
た
（
今
回
よ
り
主
催
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
を
含
む
５
団
体

に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
）。
前
々
号
で
も
ご
報
告
し
た

通
り
、
同
グ
ラ
ン
プ
リ
の
入
賞
者
有
志
に
よ
り
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

N
eSTA

（
ネ
ス
タ
）（N

ext-generation STAGE Alliance

）
も
活
動
２
年

目
と
な
り
、
稽
古
場
リ
ポ
ー
ト
な
ど
で
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
新
た
な
展
開
と
し
て
東
京
芸
術
劇
場
が
「
高
校
生
・
学
生
の
た
め
の
劇

評
を
め
ぐ
る
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
し
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
が
企

画
・
制
作
を
担
い
ま
し
た
。
今
号
で
はN

eSTA

の
メ
ン
バ
ー
、
小
林
礼
奈

さ
ん
（
大
学
３
年
生
）
にN

eSTA

の
活
動
近
況
と
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
全
回

参
加
し
た
立
場
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。　
　
　
（
事
務
局
）

「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
優
秀
賞
受
賞
者
が
集
っ
て

次
世
代
の
観
劇
を
応
援

書
く
・
語
り
合
う･

考
え
る
︱
︱
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
中

き
手
の
学
生
と
の

盛
ん
な
演
劇
ト
ー

ク
も
白
熱
。
な
か

な
か
聞
け
な
い
作

り
手
や
研
究
者
と

し
て
見
る
演
劇
の

世
界
は
学
生
に
と
っ
て
も
刺
激
的
な
場
で

す
。

　

現
状
、
活
動
の
中
心
で
あ
る
稽
古
場
レ

ポ
ー
ト
で
は
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
劇
団
か
ら

依
頼
を
受
け
て
稽
古
場
の
様
子
を
学
生
な
ら

で
は
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
東
宝
、
こ
ま
つ
座
、
文
学
座
、
青

年
座
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
の
レ
ポ
ー
ト
を

通
じ
て
、
同
世
代
に
演
劇
を
よ
り
身
近
に
感

じ
、
観
劇
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
記

事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
、
第
４
回
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ

リ
に
向
け
て
観
劇
カ
フ
ェ
や
選
考
、
授
賞
式

の
設
営
な
ど
に
も
携
わ
り
、
後
輩
た
ち
へ
の

（NeSTA メンバー）小
こばやし

林  礼
あ や な

奈２年目の NeSTA 活動報告
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観
劇
し
て
、
作
品
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
３
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
、
時
間
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
変
え

て
い
く
中
で
、
色
々
な
意
見
に
触
れ
た
り
、
ま
た
観
劇
中

に
気
に
な
っ
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
直
し
た
り
、
と
密
度

の
濃
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
机
の
上
に

は
真
っ
白
な
模
造
紙
と
ペ
ン
、
そ
し
て
ぬ
い
ぐ
る
み
が
置

か
れ
、ぬ
い
ぐ
る
み
を
持
っ
て
い
る
人
が
発
言
で
き
ま
す
。

適
宜
模
造
紙
に
好
き
な
こ
と
や
メ
モ
を
書
い
て
、
席
が
変

わ
る
と
前
の
グ
ル
ー
プ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の

か
が
分
か
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
）
の
藤
原
顕
太
さ
ん
か

ら
全
体
に
「
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る˝O

ne Green 
Bottle„ 

と
は
？
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
質
問
が
出
さ
れ
、

派
生
し
て
舞
台
装
置
や
役
者
の
演
技
に
つ
い
て
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
観
点
が
出
ま
し
た
。
特
に
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
や
そ

の
際
に
流
れ
る
音
楽
、
台
詞
の
意
味
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
解
釈
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
参
加
者
も
徐
々
に
打
ち
解
け
、
最
後
は
時
間
が
足

り
な
く
な
る
ほ
ど
白
熱
し
た
観
劇
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

▽
第
３
回
「
考
え
る
」（
１
月
８
日
）

　

講
師
に
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
内
田
洋
一
さ
ん
、
聞

き
手
に
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
代
表
の
北
嶋
孝
さ
ん
を
迎
え

て
、
劇
評
と
は
何
か
？ 　

ど
の
よ
う
に
し
て
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
な
っ
た
の
か
？
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
内

田
さ
ん
の
芸
能
に
対
す
る
想
い
に
は
胸
を
打
た
れ
ま
し

た
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
普
及
す
る

中
で
劇
評
の
立
ち
位
置
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
切

迫
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
改
め
て
演
劇
を
観
る

こ
と
、
そ
し
て
劇
評
を
書
く
こ
と
の
魅
力
と
難
し
さ
に
触

れ
な
が
ら
も
、
素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
３
年
生
）

第
１
回
「
書
く
」
の
会
場
と

講
師
の
谷
賢
一
氏

第
２
回
「
語
り
合
う
」
の
会
場
と

講
師
の
藤
原
顕
太
氏

第
３
回
「
考
え
る
」
の
会
場
と
講
師
の

内
田
洋
一
氏
（
左
）
と
北
嶋
孝
氏
（
右
）

■主　催■
東京芸術劇場

（公益財団法人東京都歴史文化財団）
■共　催■

高校生劇評グランプリ実行委員会
■企画・制作■

公益社団法人ＩＴＩ国際演劇協会
日本センター（ITI/UNESCO）
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角か
く
も
と本 

敦あ
つ
し（

舞
台
演
出
家
）

　

私
事
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
プ
ネ
ー

市
に
て
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
国

際
演
劇
祭
に
、
昨
年
・
一
昨
年
と
連

続
し
て
招
聘
さ
れ
現
地
を
訪
れ
て
き

た
。
こ
の
演
劇
祭
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
最
近

の
動
向
を
示
す
好
例
で
あ
る
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
事
務
局
か
ら
依
頼
を

受
け
こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
、
主
に
昨

２
０
１
７
年
の
報

告
を
す
る
形
で
筆

を
進
め
た
い
。

　

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
文
化
都
市

　

さ
て
、
プ
ネ
ー(Pune)

と
い
っ

て
も
そ
ん
な
地
名
を
聞
い
た
こ
と
が

な
い
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
ム
ン
バ
イ

市
を
ボ
ン
ベ
イ
市
と
記
憶
し
て
い
る

方
は
プ
ー
ナ(Poona)

と
言
え
ば
わ

か
る
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ン
ド
人
口

第
九
の
都
市
。
ム
ン
バ
イ
も
含
む

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
の
州
都
で
あ

る
。
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
や
周

辺
は
イ
ン
ド
公
用
語
の
一
つ
で
あ
る

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
の
地
域
で
、
プ
ネ
ー

は
古
く
か
ら
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
の
中
心
都
市
と
な
り
、
そ
の
中
に
は
マ

ラ
ー
テ
ィ
語
演
劇
も
重
要
な
一
部
と
し
て
含
ま
れ

る
。

　

IAPAR International Theatre Festival

は
、

そ
ん
な
町
で
２
０
１
６
年
に
始
ま
り
、
２
０
１
７

年
も
継
続
し
た
。IAPAR

と
は
、International 

A
ssociation for Perform

ing A
rts and 

Research

の
略
称
で
プ
ネ
ー
を
拠
点
と
す
る
演

劇
団
体
で
あ
る
。
敢
え
て
劇
団
と
い
う
語
を
使
わ

な
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
劇
団
と
し
て
の
作
品
製
作

だ
け
で
な
く
、
教
育
や
農
村
啓
発
事
業
へ
の
演
劇

技
術
の
応
用
、
批
評
家
の
育
成
、
大
学
の
俳
優
育

成
学
科
と
の
連
携
、
各
国
の
演
劇
事
情
の
調
査
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
演
劇
の
古

典
ア
ー
カ
イ
ヴ
な
ど
、
よ
り
総
合
的
に
演
劇
に
関

わ
る
実
践
を
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
団
体
が
な
ぜ
国
際
演
劇
祭
を
始
め
た
か
。
そ

こ
に
Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
繋
が
り
が
あ
る
。

　

と
も
す
る
と
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
イ
ン
ド
・
セ
ン
タ
ー
は

ま
だ
首
都
デ
リ
ー
に
拠
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
確
か
に
か
つ
て
は
デ
リ
ー
の
国
立

演
劇
学
校N

ational School of D
ram

a (N
SD

)

が
中
心
と
な
り
運
営
し
て
い
た
。IAPAR

の
創
始

者Vidyanidhee Vanarase

が
同
校
の
卒
業
生

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
リ
ー
で
縮
小
気
味
だ
っ

た
イ
ン
ド
・
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
４
年
11
月
、
プ

ネ
ー
に
移
転
しIAPAR

が
実
質
的
に
全
事
務
を

取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
新
体
制
の
目

玉
と
し
て
こ
の
演
劇
祭
が
始
ま
る
。

　

南
ア
ジ
ア
の
演
劇
祭
の
ス
タ
イ
ル
で
は
、
し

ば
し
ば
作
品
発
表
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
際

に
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
他
に
名
誉
職
的

な
主
賓(Festival Chief Guest)

を
招
待
す
る
。

初
回
２
０
１
６
年
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｄ
の
元
学
長
で
あ

り

V
idyanidhee 

V
anarase

の

恩

師
で
も
あ
るRam

 
Gopal Bajaj

が
主
賓
と
な
っ
た
。
彼
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ

イ
ン
ド
・
セ
ン
タ
ー
とIAPAR

を
繋
げ
た
の
で

あ
る
。
２
０
１
７
年
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
事
務
総

長
で
あ
るTobias Biancone

氏
が
主
賓
と
な
り
、

彼
の
詩
の
翻
訳
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
二
人
が
順
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
に

Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
の
繋
が
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

22
ヵ
国
、
26
作
品
、
16
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

２
０
１
７
年
は
11
月
1
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催

さ
れ
22
ヵ
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
15
の

メ
イ
ン
作
品
、
11
の
小
規
模
作
品
、
11
の
一
般
向

け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
う
ち
一
つ
は
児
童
向
け
）、

IAPAR（International Association for Performing Arts and Research） International Theatre Festival 2017

インド・プネー市の国際演劇祭に参加して

Ｉ
Ｔ
Ｉ
各
国
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
視
野
に



5
の
プ
ネ
ー
大
学
舞
台
藝
術
学
科
へ
の
出
張
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

　

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
を
ヒ
ン
デ
ィ
語
翻
訳

　

メ
イ
ン
の
5
作
品
は
海
外
か
ら
残
り
が
イ
ン

ド
。
上
演
後
に
観
客
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
討
論
が

企
画
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
作
品
は
、
プ
ネ
ー
で
製
作

さ
れ
た
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
の
も
の
だ
け
で
な
く
各
地

か
ら
集
め
ら
れ
言
語
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
回

は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
のRepertory Com

pany
も
参
加
し

た
が
、
そ
の
上
演
作
が
「Ghasiram

 Kotw
al

」

と
い
う
20
世
紀
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
演
劇
の
最
重
要
作

品
の
一
つ
で
、
こ
れ
を
ヒ
ン
デ
ィ
語
翻
訳
で
や
る

の
は
プ
ネ
ー
で
は
異
例
で
あ
り
観
客
の
間
に
論
議

を
呼
び
起
こ
し
て
い
た
。

　

多
彩
な
の
は
使
用
言
語
だ
け
で
な
い
。
伝
統
舞

踊
を
用
い
た
も
の
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
さ
ら
に
は

デ
ィ
バ
イ
ジ
ン
グ
ま
で
手
法
も
さ
ま
ざ
ま
、
題
材

も
イ
ン
ド
神
話
に
よ
る
も
の
や
現
代
の
社
会
問
題

を
扱
っ
た
も
の
や
近
代
イ
ン
ド
の
古
典
さ
ら
に
は

Carlo Goldoni

作
の
コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ

ル
テ
の
現
代
演
出
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
イ
ン
ド
演
劇

の
現
在
を
知
る
よ
い
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
海
外
作

品
の
一
つ
は
イ
タ
リ
ア
のJulia Filippo

の
出
演

作
だ
が
、
彼
女
は
前
年
に
も
別
の
作
品
で
参
加
し

て
い
て
プ
ネ
ー
滞
在
中
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
演
出
家

と
新
作
の
構
想
が
立
ち
上
が
り
そ
し
て
今
回
の
再

参
加
と
な
っ
た
。

　

韓
国
セ
ン
タ
ー
推
薦
の
「H

ole

」
上
演

　

ま
た
韓
国
の
作
品
「H

ole

」
は
前
年
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
韓
国
セ
ン
タ
ー

の
金
昌
華
が
監
修
・
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
複
数
年
に
渡
る
交
流
が
主
催
者
の
意
向

で
も
あ
り
私
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
に
参
加

し
な
が
ら
将
来
年
次
で
滞
在
製
作
を
す
る
計
画
を

進
め
て
い
る
。

　

小
規
模
作
品
は
劇
場
ロ
ビ
ー
に
設
え
た
舞
台
で

上
演
す
る
。
今
回
の
一
つ
に
夏
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大

会
の
学
生
演
劇
祭
で
発
表
さ
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
若
い
演
者
の
ソ
ロ
が
招
待
さ
れ
、
ま
た
前

年
の
大
学
へ
の
出
張
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
学

生
が
今
回
は
小
品
を
発
表
し
前
年
か
ら
の
成
長
を

印
象
づ
け
た
。
さ
ら
に
前
年
の
こ
の
枠
で
ワ
ー

ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
上
演
さ
れ
た
「In Transit

」

は
完
成
版
と
な
り
今
回
の
メ
イ
ン
作
品
の
一
つ
と

な
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
半
分
が
メ
イ
ン
作
品
の
参

加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
残
り
が
私
の
よ
う
に
そ
の
た

め
に
来
訪
し
た
者
に
よ
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
コ
ソ
ヴ
ォ
・

セ
ン
タ
ー
のElm

aze N
ura

も
イ
ン
ド
と
の
国

交
問
題
か
ら
作
品
招
聘
が
頓
挫
し
た
代
わ
り
に
演

出
家
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
た
。
ま

た
私
は
前
年
に
大
学
出
張
枠
で
行
な
っ
た
縁
で
今

回
は
演
劇
祭
以
前
か
ら
プ
ネ
ー
大
学
に
滞
在
し
授

業
の
一
環
と
し
て
集
中
稽
古
を
行
な
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
大
学
で
の
展
開
の
き
っ
か
け
と
し
て
も

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
国
際
演
劇
評
論
家
協
会(IATC)

イ
ン
ド
・
セ
ン
タ
ー
と
共
催
でIATC Young 

Critics  ' W
orkshop

と
銘
打
っ
て
世
界
8
ヵ
国

の
若
い
批
評
家
が
参
加
す
る
討
論
や
、
マ
ラ
ー

テ
ィ
語
戯
曲
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
プ
ネ
ー
内
の
大
学
・
専
門
学
校
が
参
加

す
る
演
劇
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
併
設
企
画
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
単
な
る
作
品
の
上
演
機
会
を
超

え
た
総
合
的
な
演
劇
祭
を
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
各
国
セ
ン

タ
ー
が
開
催
し
そ
れ
繋
い
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
れ
な
い
も
の
か
、
イ
ン
ド
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
そ
ん
な
夢
を
実
現
す
べ
く
ま
ず
は
自
分
の
と
こ

ろ
で
動
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

次
回
に
つ
い
て
す
で
に
招
聘
作
品
の
公
募
が
始

ま
っ
て
い
て
締
め
切
り
は
3
月
27
日
。
詳
細
は
、

http://w
w

w
.iapar.org/festival-2018

か
ら
。
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多
彩
な
の
は
使
用
言
語
だ
け
で
な
い
。
伝
統
舞
踊
を
用
い
た
も
の
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
さ
ら
に
は
デ
ィ
バ
イ
ジ
ン

グ
ま
で
手
法
も
さ
ま
ざ
ま
、
題
材
も
イ
ン
ド
神
話
に
よ
る
も
の
や
現
代
の
社
会
問
題
を
扱
っ
た
も
の
、
コ
ン
メ

デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
の
現
代
演
出
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
イ
ン
ド
演
劇
の
現
在
を
知
る
よ
い
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。



　

フ
ィ
ジ
カ
ル
系
演
目　
「
１
㌔
四
方
ほ
ど
の

シ
ビ
ウ
の
街
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
東
端

で
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
・
イ
エ
ロ
ー
と
い
う

黄
色
系
の
石
造
り
の
街
並
み
で
、
す
な
わ
ち

ド
イ
ツ
系
。
け
れ
ど
、
国
名
の
ル
ー
マ
ニ
ア 

Rom
ania 

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
元
は
ロ
ー
マ

の
支
配
下
に
あ
っ
た
、
つ
ま
り
ラ
テ
ン
系
。
そ

の
後
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
の
関
わ
り
が

深
く
な
り
、
つ
ま
り
ス
ラ
ヴ
系
も
入
っ
て
、
小

さ
な
エ
リ
ア
に
多
く
の
異
言
語
文
化
が
混
在
し

て
い
る
。
こ
れ
を
知
ら
な
い
と
シ
ビ
ウ
の
演
劇

祭
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
共

通
言
語
が
な
い
。
こ
の
特
徴
故
に
、
上
演
演
目

は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
も
の
が
占
め
て
い
る
」等
々
、

幾
つ
か
の
大
変
興
味
深
い
前
提
条
件
を
指
摘
し

た
上
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
委
員
会
が
プ
レ
ス

の
た
め
に
配
布
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
を
紹
介

し
な
が
ら
、『
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
』『
イ
ン

ナ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
』『
ミ
ネ
ッ
テ
ィ
』
な

ど
印
象
に
残
っ
た
作
品
に
つ
い
て
語
り
、
さ
ら

に
演
劇
祭
の
持
つ
問
題
点
も
指
摘
す
る
な
ど
、

示
唆
に
富
む
も
の
で
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
プ
レ
ス
写
真　

引
き
続
き
、

帰
路
に
英
国
に
立
ち
寄
り
ロ
ン
ド
ン
で
観
た
舞

台
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ま
ず

強
調
し
た
の
は
、
舞
台
写
真
の
質
の
高
さ
で

す
。
ど
れ
だ
け
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
舞
台
全

体
・
作
品
全
体
を
表
現
出
来
る
か
、
遠
近
法
や

接
写
角
度
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
そ
の
巧
み
さ

を
プ
レ
ス
写
真
か
ら
読
み
取
っ
て
欲
し
い
と

語
り
、『The Ferrym

an

』『
イ
ン
ク
』『The 

Kite Runner

』『Anatom
y of Suicide

』等
々
、

　
『
ド
ロ
シ
ー
と
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』　

11
月
12

日
、
新
宿
・
無
何
有
で
翻
訳
講
座
優
秀
修
了
者

翻
訳
作
品
発
表
会
と
し
て
『
ド
ロ
シ
ー
と
オ

ズ
の
魔
法
使
い
』（
作
＝
ス
テ
ィ
ー
ブ
＆
ケ
イ

シ
ー
・
ホ
ッ
チ
ナ
ー
／
翻
訳
＝
石
井
あ
つ
こ
／

演
出
＝
三
輪
え
り
花
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

英
連
邦
部
会
の
シ
ア
タ
ー
翻
訳
・
通
訳
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
は
三
輪
え
り
花
を
メ
イ
ン
講
師
と

し
、
英
連
邦
部
会
の
メ
ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
や

ア
ド
バ
イ
ス
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
観
客
参
加
型
芝
居
で
す
が
、 

小

さ
な
子
供
達
７
～
８
人
の
反
応
が
極
め
て
よ
く

積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
の
で
、
見
て
い
る

こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
子
供
達
に
釣

ら
れ
て
大
人
達
も
立
っ
た
り
座
っ
た
り
両
手
を

上
げ
た
り
と
童
心
に
帰
っ
て
い
る
様
子
は
嬉
し

い
驚
き
で
し
た
。

　

次
回
の
「
戯
曲
研
究
＆
懇
親
会
」
は
２
月
25

日
、
翻
訳
講
座
優
秀
修
了
者
翻
訳
作
品
第
２
回

発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告　

副
会
長
・
吉
岩
正
晴
）

◆ＩＴＩ英連邦部会報告

みなもとごろう氏がシビウ演劇
祭、英国の演劇事情について報告

翻訳講座で優秀作品に選ばれた
『ドロシーとオズの魔法使い』

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
の
昨
年
後
半

の
活
動
は
月
１
回
の
例
会
の
ほ
か
、

７
月
30
日
に
新
宿
・
無む

か

う
何
有
で
、
み

な
も
と
ご
ろ
う
氏
に
「
シ
ビ
ウ
演
劇

祭
＆
英
国
演
劇
事
情
」
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
く
会
を
開
催
し
、
11
月
12

日
に
は
同
じ
く
無
何
有
で
翻
訳
講
座

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
石
井
あ
つ
こ

さ
ん
の
『
ド
ロ
シ
ー
と
オ
ズ
の
魔
法

使
い
』
を
三
輪
え
り
花
さ
ん
の
演
出

で
発
表
し
ま
し
た
。ル

ー
マ
ニ
ア
・
シ
ビ
ウ
演
劇
祭

異
言
語
文
化
の
混
在

第
７
回
「
戯
曲
研
究
＆
懇
親
会
」

石
井
あ
つ
こ
さ
ん
翻
訳
講
座
優
秀
作

興
味
深
い
作
品
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
シ
ビ
ウ
演
劇
祭
の
専

門
家
、
七
字
英
輔
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
活
発
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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昨
２
０
１
７
年
、
筆
者
庭
山
は
、
ふ
じ
の
く
に

⇄
せ
か
い
演
劇
祭
招
聘
『
ウ
ェ
ル
テ
ル
！
』（
ス

イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
／Vidy 

劇
場
）、
東
京
芸

術
劇
場
招
聘
『
オ
セ
ロ
ー
』（
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
／
ト
ネ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
）、
日
本
舞

台
芸
術
振
興
会
招
聘
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』（
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
／
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
歌
劇
場
）
の
招

聘
や
字
幕
翻
訳
に
携
わ
り
、
大
き
な
手
応
え
を
得

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
海
外
の
劇
場
が
来
日
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
引
越
公
演
」
で
す
が
、
日
本
の
文
化

庁
で
は
、
劇
場
で
は
な
く
個
人
を
海
外
へ
派
遣
す

る
「
文
化
交
流
使
」
と
い
う
枠
組
を
、
２
０
０
３ 

年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
枠
組
で
は
、
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
美
術
、
建
築
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
交
流
使
が
選
ば
れ
ま
す
が
、
２
０
１
７
年

は
舞
台
芸
術
分
野

か
ら
、
日
本
舞
踊

藤
間
蘭
黄
氏
、
能

楽
師
宝
生
和
英

氏
、
ダ
ン
サ
ー
山
田

う
ん
氏
、
演
出
家
村

川
拓
也
氏
、
音
楽
家

蓮
沼
執
太
氏
、
そ
し

て
劇
作
家
長
田
育
恵
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。筆
者
は
、

長
田
氏
の
派
遣
先
へ
視
察
に
赴
き
、
寒
い
ソ
ウ
ル
で

の
熱
い
交
流
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
記
し
ま
す
。

　

舞
台
で
行
き
交
う
日
本
語･

韓
国
語

　

活
動
内
容
は
ソ
ウ
ル
で
の
、
長
田
氏
執
筆

『SO
ETSU

―
韓
く
に
の
白
き
太
陽
―
』
の
稽
古
（
３

月
21
日
～
23
日
）・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演（
3
月
24
日
）

で
し
た
。
上
演
会
場
は
明
洞
駅
よ
り
歩
い
て
す
ぐ
の

南
山
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
10
日
間
に
渡
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
の
上
演

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
舞
台
は
主
に
現
ソ
ウ
ル
で
、
登
場
人

物
は
日
本
人
（
主
役
は
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
柳
宗
悦
）

と
韓
国
人
な
の
で
す
が
、
日
本
人
役
は
日
本
人
俳
優

が
日
本
語
で
、 

韓
国
人
役
は
韓
国
人
俳
優
が
韓
国
語

で
演
じ
、日
本
語
セ
リ
フ
箇
所
で
は
韓
国
語
字
幕
が
、

韓
国
語
セ
リ
フ
箇
所
で
は
日
本 

語
字
幕
が
投
影
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
本
側
出
演
者
は
、
長
田
氏
の
主

宰
す
る
て
が
み
座
か
ら
、
岸
野
健
太
氏
、
福
田
温
子

氏
、
石
村
み
か
氏
、
そ
し
て
客
演
で
峰
崎
亮
介
氏
が
、

ま
た
韓
国
側
出
演
者
は
劇
団
ド
リ
ー
ム
プ
レ
イ
テ
ー

ゼ 

21
座
付
俳
優
５
名
が
務
め
、
演
出
は
劇
団
ド
リ
ー

ム
プ
レ
イ
主
宰
キ
ム
・
ジ
ェ
ヨ
プ
氏
が
担
当
し
ま
し

た
。

　

劇
団
ド
リ
ー
ム
プ
レ
イ
来
日
公
演

　

劇
作
家
演
出
家
キ
ム
氏
は
世
宗
大
学
映
画
芸
術
学

科
教
授
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
に
２
０
１
５

年
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
滞
在
。
筆
者
は
同
時
期
に
ベ
ル

リ
ン
シ
ャ
ウ
ビ
ュ
ー
ネ
劇
場
に
所
属
し
て
い
た
た

め
、ベ
ル
リ
ン
で
知
り
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

キ
ム
氏
の
日
本
と
の
繋
が
り
は
既
に
強
く
、
氏
の
代

表
作
『
ア
リ
バ
イ
年
代
記
』
が
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
に
て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
さ
れ
て
い
た
り

（
主
催
・
日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
ソ
ウ
ル
に
て

日
本
作
品
を
演
出
、
具
体
的
に
は
蓬
莱
竜
太
『
ま
ほ

ろ
ば
』、
中
津
留
章
仁
『
背
水
の
孤
島
』
を
韓
国
語

上
演
し
た
り
、
し
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
末
、 

『SO
ETSU

―
韓
く
に
の
白
き
太
陽
―
』
は
劇
団
民

藝
に
て
初
演
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
キ
ム
氏
は
自
身

の
劇
団
ド
リ
ー
ム
プ
レ
イ
の
来
日
公
演
（
上
野
ス
ト

ア
ハ
ウ
ス
『
検
閲
―
彼
ら
の
言
葉
―
』）
の
た
め
東

京
に
。
キ
ム
氏
は
ツ
ア
ー
の
合
間
を
縫
っ
て
筆
者
と

共
に
劇
団
民
藝
を
観
劇
、
そ
し
て
全
編
日
本
語
上
演

だ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
キ
ム
氏
は
長
田
氏
の
世
界
観
に

感
銘
を
覚
え
、今
回
の〝
協
働
〟に
至
っ
た
の
で
し
た
。

　

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て

　

稽
古
は
大
学
路
に
あ
る
劇
場
の
ス
タ
ジ
オ
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
稽
古
場
で
は
、
翻
訳
通
訳
イ
・
ホ
ン

イ
氏
、
字
幕
通
訳
石
川
樹
里
氏
も
加
わ
り
、
言
語
の

溝
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
埋
め
ら
れ
な
が
ら
、
戯
曲
は
重

層
的
な
拡
張
を
見
せ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
物

語
の
舞
台
と
な
る
朝
鮮
時
代
の
王
宮
・
景
福
宮
や
、

柳
宗
悦
が
収
集
し
景
福
宮
内
朝
鮮
民
俗
美
術
館
（
当

時
）
に
展
示
し
た
白
磁
壺
が
移
管
さ
れ
て
い
る
国
立

中
央
博
物
館
を
視
察
、
現
地
に
い
て
こ
そ
で
き
る
リ

サ
ー
チ
も
重
ね
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
で
の
稽
古
初
日
か

ら
４
日
目
に
迎
え
た
本
番
に
は
１
５
０
名
強
の
観
客

と
地
元
テ
レ
ビ
局
を
迎
え
、
集
中
力
高
ま
る
中
、
上

日
韓
の
俳
優
が
ソ
ウ
ル
で
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演

長お
さ
だ田
育い

く
え恵
作
『SO

ETSU

︱
韓か

ら

く
に
の
白
き
太
陽
︱
』

文化庁・文化交流使事業◆会員投稿

庭
山  

由
佳

（
ド
イ
ツ
演
劇
・
制
作
・
翻
訳
）

ソウルでのリーディング上演



演
さ
れ
ま
し
た
。
上
演
は
戯
曲
の
一

部
を
抜
粋
し
て
の
短
縮
版
だ
っ
た
た

め
、
韓
国
語
訳
全
編
を
掲
載
し
た
冊

子
が
来
場
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

終
演
後
は
劇
作
家
長
田
氏
と
演
出
家

キ
ム
氏
を
迎
え
て
ア
フ
タ
ー
ト
ー

ク
。
時
に
学
術
的
な
、
時
に
政
治
的

な
質
疑
が
飛
び
交
い
、
客
席
に
い
た

劇
場
芸
術
監
督
が
自
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
加
わ
る
シ
ー
ン
も
。 
上

演
も
ト
ー
ク
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　　

２
０
２
０ 

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
も
う
、
再

来
年
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
国
内
候
補
都

市
も
豊
島
区
に
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
東
京
で
は
東
京
芸
術
祭
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
交
流
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
２
０
１
８
年
は
そ
の
大
き
な
礎
が

築
か
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
。
ひ
と

り
の
演
劇
人
と
し
て
、
言
語
の
違
い

を
避
け
て
通
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

楽
し
み
な
が
ら
、
文
化
交
流
に
寄
与

で
き
た
ら
と
志
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
ソ
ウ
ル
で
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
。
こ
の
よ
う
な
交
流

こ
そ
が
有
機
的
な
相
互
交
流
を
育
む

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（2017 年 8 月〜 2018 年 1 月） 順不同・敬称略会  員  消  息
【
個
人
会
員　

入
会
】（
所
属
／
ジ
ャ
ン
ル
）

石
井
あ
つ
こ
（
ラ
ボ
・
パ
ー
テ
ィ
／
翻
訳
）

石
川
麻
衣
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
／
ア
イ
ル
ラ

　

ン
ド
演
劇
・
翻
訳
・
役
者
）

角
本
敦
（d'U

O
M

O
 ex m

achina 

／
演

　

劇
・
ダ
ン
ス
）

小
杉
世
（
大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研

　

究
科
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
・
オ

　

セ
ア
ニ
ア
の
演
劇
と
芸
術 

）

佐
々
木
英
子
（
ア
プ
ラ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
研

　

究
所
／
応
用
演
劇
・
ド
ラ
マ
教
育
・
演

　

劇
教
育
）

渡
辺
真
帆
（
フ
リ
ー
／
ア
ラ
ビ
ア
語
、
英

　

語　

通
訳
・
翻
訳
）

【
個
人
会
員　

退
会
】

長
谷
川
紫
穂　

花
柳
寿
美

【
ご
逝
去
】

薄
井
憲
二
（
２
０
１
７
年
12
月
24
日
）

【
叙
勲
・
功
労
者
】 

文
化
功
労
者　

中
村
吉
右
衛
門

第
24
回
読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞

　

東
宝
株
式
会
社 

／
株
式
会
社W

OW
OW

同　

芸
術
栄
誉
賞　

吉
井
澄
雄

同　

優
秀
ス
タ
ッ
フ
賞　

沢
田
祐
二

第
72
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞　

演
劇
部
門
大

　

賞　

九
代
目 

松
本 

幸
四
郎

同　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
大
賞
・
優
秀
賞

　

日
本
放
送
協
会

同　

テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門

　

優
秀
賞　

日
本
放
送
協
会

同　

ラ
ジ
オ
部
門
優
秀
賞　

日
本
放
送
協
会

第
59
回
毎
日
芸
術
賞　

千
田
是
也
賞　

野

　

村
萬
斎
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▲
２
０
０
４
年
に
ド
イ
ツ
と

ス
ー
ダ
ン
と
の
共
同
事
業
と

し
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
世
界
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
試
み
が

始
ま
っ
た
「
紛
争
地
域
の
演

劇
」
は
、
日
本
で
「
紛
争
地

域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
と

し
て
定
着
し
、
演
劇
を
通
し
て
世
界
を

知
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
私
た
ち

に
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
回
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
発
見
に
満
ち
て
い
ま

す
。（
曽
田
）
▲
中
国
の
銀
川
で
第
１

回
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

か
れ
、
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
事
務
総

長
は
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の

ル
ー
ツ
が
歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
危
機
感
を
訴
え
、
各

国
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
求
め
ま
し
た
。

参
加
各
国
か
ら
日
本
に
注
が
れ
る
期
待

の
眼
差
し
を
感
じ
な
が
ら
、
国
際
会
議

一
つ
開
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
わ
が
日

本
セ
ン
タ
ー
の
経
済
基
盤
の
弱
さ
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。　
（
菱
沼
）

編集後記

豊
島
区
が
東
ア
ジ
ア
文
化

都
市
の
国
内
候
補
都
市
に




